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担 当 者 民 名

フ ァ ク シ ミ リ番 号

注 1該 当する□には レ宮Jを記入してください。特定事栄を以外で白主参加】される軍来才の方は レ印の記入は不要です。

2「 基準年度」とは言,W翔岡の前年度を 「口標年度Jと は科mttFlのrt終年度をいいます。

3 r事業 rl等併w区分Jと は、京ll府内の事業所等の事米活動のためのエネルギ
ーの■川に十い発Jiする氷室効果ガスを 「輸送,両初11区分」と

は、お動Ⅲ速と事栄イについてはtt,‖の本肛の位置をテて都府内とする1'両のコトⅢlする血=効央ガスを 鉄 道事業者については保rlするit物■i,X
は旅客1こⅢⅢのサ出する温室劾央ガスを、 「その他靭出区分」とは に抱以外の京都府内における=栄所等の事業FrIJに|卜い究■するlH生効果ガス
をいいます。
4「 特記事rru」には、平成2年度 (1990年 44)を兆HEとしたリトは1工の対比やエネルギー原単flCO",HⅢ■ 省エネ製品開発などlL才の対1竺効メモ
ガス排,い"J滅へのrtは、グリーン制連の採〕‖ お 定フロンなどの条例指定外のh室効果ガスのHJ減などを記入してください。


